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	人材不足が深刻化する中、福祉現場では加算要件や日々の記録業務に追われ、​ 「支援に向き合う時間」が削られる状況が続いています。​ 私たちが本当に守りたいのは、利用者と向き合う時間、職員同士が対話し振り返る時間、そして創造やつながりが生まれる“余白”です。 
	AIは、その“余白”を取り戻すための相棒になれます。​ 記録や文書作成、情報整理といった目に見えにくい負担を減らし、支援者が本来の仕事に集中できる環境をつくることができます。​ しかし大切なのは、「AIを導入すること」自体をゴールにしないこと。​ 「何を達成するためにAIを使うのか」を明確にすることが、活用の第一歩です。 
	特に2025年以降は、「AIを活用している組織」と「していない組織」で、​ 生産性や職員の心理的余裕に明確な“差”が生まれていく転換点になると考えられます。​ だからこそ、今から組織としての活用力を育てることが不可欠です。 
	本研修は、導入から運用、そして現場課題に即したGPT設計までを、3つのステップで学びます。​ 単なる効率化にとどまらず、AIを通して現場をより良く変えていく実践力を育みます。 
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